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The Awkward Age は、その大半が登場人物の対話で構成されており、語り手も存在しないことから、
離的手法による小説と評されている。ジェイムズは fニューヨーク版jの序文で、この手法について
は、向時代のフランス人作家 Gypから影響を受けたと述べている。一般的な文学作品では、作中人
物よりも優位な視点が読者に与えられるが、 TheAwkward Ageでは、読者が作中人物よりも劣った規
点に畏かれ、制限された形でしか物語全体を見渡せない。
文学作品の中で与えられる視点の優位性を読者から剥奪することによって、ジェイムズは我々を現
実と向じレベルで作中人物にたli時させようと試みたのではないだろうか。そう考えれば、当時として
は、かなり前衛的かっ実験的で、あったと思われるが、劇的手法は抱くまでジェイムズが実践するリア
リズムの延長線上にある手法とも考えられるだろう。
序
正確にその時期を特定するのは容易で、ないだろうが、へン 1)ー・ジェイムズ (HenryJames)の小説が
難解になり始めたのは、およそ1890年前後を墳にしてであろう。無論、作品を難しくしているのは、一つ
の要因にi浪られるわけで、はない。挿入勾が多く凝った冗長な文体、繊縮な心理描写、本義と 1金義の|愛味な
比端、抽象的で「実体の明白で、ないJ(青木 fヘンリー・ジ、ェイムズj89)シンボルの多用、 unreliablenar-
ratorに代表される読者に対して不誠実な諾り手、代名詞の|姿昧性、吏には視点の問題等々、数え上げれ
ば際限がない。これら数多くの要素が締い交ぜになってジェイムズ独特の世ー界を創りあげている。
劇的手法もこれらの技法の中の一つであるが、長編小説会編に渡ってこの手法にジェイムズがこだ、わり
続けた作品は TheAwkward Ageくらいのものであろう。そこで、本稿では、この離的手法をジェイムズが
吊いた瀧い、及びその効果について考察を深めてみたい。
The Awkward Ageには語り手が存在せず、 30ヶ所ばかりの小説家自身によるコメントを除けば、その殆
んど全てが登場人物問の対話形式で、構成されている (VVagenknecht136)。文字通り dialognovelに仕上がつ
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ており、“book"と“chapter"は、それぞれ芝賠における「幕」と「場」の関係に等しい (Wagenknecht136)。
ジェイムズは1890年頃から芝居の脚本を精力的に手がけ、周知の通り 1895年の GuyDomvilleの上演で
観客から容赦のない罵声を浴び、せられ、劇作を斬念するに至った。この時期の試行錯誤と経験に学び、ジェ
イムズはしばしば劇的手法を小説にとりいれるようになったようだが、全編を通してダイアログの形式合
貫いたのは、実質的には TheAwkward AgeだけであるといってよいだろうJそして、被の手による殆んど
全ての創が不評を被ったのと時様に刀leAwkward Ageも、世に知られている長編小説の中では、 TheSacred 
Fountを除けば最も冷たいあしらいを受けた作品である (Wagenknecht134)。しかしながら、この長編小
説は小説家自身にとってはかなりの自信作だったようで、 fニューヨーク版jへの序文は、刊行当時の不
評に対する反論のために書かれたのではないかと思われるほどジェイムズの論訪れまいつになく熱い。「中
身と形式(“substanc巴andform") Jの融合は完壁で、その「継ぎ目或いは縫い自作ointor seam") Jが判別
できないほどの完成度だと自画自賛している (Jamesxxi即日i) し、ある友人へ宛てた書簡において、主要
禁場人物である Mrs.Brookenhamの出来栄えは寸hebest thing I've ever done"とも述べており (Price208)、
ジェイムズ本人にとっては満足のゆく仕上がりであったことがうかがいい知れる。
では、実際に fニューヨーク瓶jにおける序文の一節を見てみよう。
Gyp had 10ng struck me as mistress， inher 1evity， of one of the happiest of forms一一-the only objection to 
my use of which was a certain extraordinary benightedness on the part of the Anglo時Saxonreader. One had 
noted this reader as perverse and inconsequent in respect to the absorption of “dialog" . . . (Jam巴sxi) 
既述の通り、会話だけで話が進んでゆくという形式をジェイムズが小説に取り入れたのには、彼自身の劇
作経験が少なからず関係していると思われるが、 TheAwkward Ageに関する限り、ジェイムズとほぼ同世
代のフランス人作家Gyp the Comtess Martel d巴Jan王lIle(1849-1932)の筆名 から受けた影響が大
きいようだ (Jamesxii-xxi) 02 フランスでは軽妙な会話形式の小説が受容されたかもしれないが、 19世紀
のアングロ・サクソン文化がこれを受け入れてくれるかどうかについては、最初からジェイムズ自身も不
安を感じていたわけだ。そして、小説家が納得のゆくように作品を仕上げたにもかかわらず、世評は芳し
くなかった。このように、 TheAwkward Ageは、手法・形式だけでなく、来たして当時の読者がこのよう
な表現形式で舎かれた作品を受け入れてくれるかどうかについてさえ、小説家自身が確信を持てず、手探
り状態であった様子がうかがえる。
E 
それでは、小説の内容にそってみてゆくことにしよう。 TheAwkward Ageは、作品殆んど全体が対話で
構成されているため、プロットは存在しない。そのため、登場人物の台認から判罰して、読者が起った出
来事を推測しながらプロットを構築してゆかなければならない。登場人物が発した雷葉の意図をとり違え
れば、議論を進めるための前提となるプロットを確定することさえ国難になってくる。
ともあれ、大まかな流れを以下に纏めておこう。 30年ぶりに田舎からロンドンへ戻ってきた Longdon
は、 Vanderbanl王の屋敷で、若き臼に恋した LadyJuliaの孫娘Nandaの写真を自にする o Nandaはハンサム
なVanderbankに心を寄せていたのだが、彼は、彼女の母親Brookenham夫人と不倫関係にあった。 Brooken悶
ham氏のいとこにあたる公爵夫人 (Jane)は娘を亡くし、援の Aggieを養女として引き取って育てていた。
公爵夫人は、見かけは醜悪だが、王宮御用達の靴底の息子で裕福な暮らし振りの MitchettとAggieを結婚
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させようと考えていたが、当の MitchettはNandaに好意そ寄せていた。そこで、公爵夫人は、 Aggieのラ
イバルである NandaがVanderbankと早く結婚してしまうように画策する。 Vanderbankは金銭的に余裕が
ないため Nandaとの結婚に踏み切れないように思えたので、公爵夫人は Longdonに働きかけた。具体的
には、 Longdonに、放任主義の Brookenham夫人の元に Nandaが長く居れば居るほど、披女のサロンに出
入りする堕落した人々と余計に長く接してしまうことになり、彼女も臨落の一途を辿るだろうと灰めかし
たo Nandaの中に今は亡き LadyJuliaの商影を見出している Longdonは、 Vanderbankに、 Nandaと結婚す
るなら彼に一財産を譲ると申し出る。この提案に対しでも Vanderbankの態震ははっきりしない。
Nandaは担itchettに興味はなく、たとえ意中の VanderbankがAggieと結婚していたとしても Mitchettと結
婚するのは嫌だと雷って彼からの求愛を居辞する。それどころか、 Aggieを公爵夫人のもとから救出する
ために彼友と結婚してやってくれと Mitch叫に頼む一一公爵夫人自身は自堕落な生活を送っていたが、
娘の Aggieについては厳しく管理して育てていた。 Nandaを好きな Mitchettは、被女の考えに従うことで
彼女に対する好意を示そうと Aggieと結婚する。物語りのいよいよ終盤に至っても、相変わらず侍も行動
をおこさない Vanderbankと、結婚した今も披女を慕っている Mitch巴tをそれぞれ自室に呼ぶと、 Nandaは
遠まわしな表現で、母親の Brookenham夫人を見捨てないでくれとの約束を寂り付け、自分は Longdonの
に身を寄せる、というのがこの長編の大雑把な筋立てである。
これでも話をわかりやすくするために、かなり大胆な纏め方をしているのだが、厳密には但し書きをつ
けなければならない事柄が幾つも存在する。まず、主要登場人物の年齢で、さえ、研究家によって表現が異
なる oTamblingはNandaの年齢を“probablynineteen" (133) と、 Jacobsonは“sixteenor eighteen p巴rhaps
ninet巴巴n"(128) と、そして、青木氏は「ナンダは既に19才近くJa厄介な年頃.1532)であると述べてい
る。批評家がNandaの年齢をはっきり 19才であると断定できないのも、作中人物の年齢でさえ推測に牒
らざるをえないからである。読者は、情報を作中人物の対話から得るしかないわけだが、 Nandaの年齢に
してくれるのは彼女の母親である Brookenham夫人だけだ。そして、 Brookenham夫人が嘘つきとき
ているから事情は一層複雑だ。無論、嘘にはそれぞれ動機があるわけだが、この場合は凡そ以下のような
理由が推察される。青木氏が「中心的な主題は夫人を中心にした社交グループの崩壊にあるとも考えられ
るJ(r尼介な年頃.1532) と指摘する通り、 Brookenham夫人は41才となり、自分の魅力が色認せ始め、サ
ロンの中心に居続けることが国難になってきていることを自覚している。そこへ、年頃の娘が社交界デ
ビューするとあっては、益々彼女自身は影が薄くなってしまうので、 Nandaの社交会デビューを遅らせる
ために娘の年齢を実際より若いと主張するのである。夫人の!波書については、話を読み進めてゆけば徐々
に明らかになるのであって、最初のうちは読者会戸惑わせるばかりであろう。
登場人物が織り成す人間関係についても、かなり解釈が分かれるが、これも劇的手法がもたらした、信
頼できる語り手が不在であることに起悶していると言えるだろう。まず、 Cashmor己夫妻を取り巻く人間
関係を挙げねばなるまい。下院議員でもある Cashmore氏は、 CarrieDonnerと不倫関係にあり、 Brookenham
夫人のサロンでは二人が何時駆け器ちするのかが暫く前から関心の的となっている。更に彼は Carrieに飽
きてしまったのか、 Nandaに近づこうとして Brookenham夫人に門前払いを食らう始末である。妾の Fanny
CashmoreもCaptainDent-Douglasなる人物とよろしくやっており、設には Brookenham夫人の放蕩
Haroldを愛人にしてしまう似たもの夫婦だ。この Cashmore氏の義弟にあたる Petherton騨は、道徳的関敗
においては義兄の透かに上を行く盟落ぶりで、本編中最も退廃的な人物だと言っても過言ではないだろ
うo Petherton脚は、最初未亡人で、ある公爵夫人を愛人にしていたが、一方で、Michett氏と男色の関係をも
続けていた。更に後には、母親の公爵夫人から娘の Aggieへ乗り換えてしまうという破天荒ぶりである O
Mitchett氏と Aggieが結婚すると、その新婚旅行に間行するというのは明らかに普通ではないだろう。
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木氏は、 Petherton鯛と Aggieはこの折に関係を結んだのであろうと指摘するは厄介な年頃j541)。ここ
まで述べたことを完全に否定してしまうつもりはないが、これらの人関関係全てさえもが、研究家の開で
ぼんやりとした合意が形成された推論の上に成り立っているだけなのである。
これらに加えて、この話でも重要な事柄の一つである Brookenham夫人と Vand巴rbankの関係が挙げられ
る。これについては、意見が分かれる o McCormackは、彼は、娘の Nanおよりも感情面で希薄かもしれ
ないが、母親との知的で“ps巴udosexual"な関係を選択した (55) と述べている。また、 Jacobsonも夫人の
Vandarbankとの関係は、単なる“aninnocent f1Iliation and not an affair" (Mass Market 129) と指摘し、ニ人の
聞に肉体関係があった可能性を否定する。
これに対して、青木氏は以下のように述べて逆の立場をとる。
敏感な読者はヴアンダーパンクがブルッケンハム夫人をファーナンダと呼び捨てにして、ロングドン
氏に開き谷められる事実を見逃さないであろう。ニ人は十年来の付き合いだというが、その付き合い
が「自由Jだ、ったということをこの呼びブJは物語っているのであって、このH乎び方をもって二人の関
におそらく肉体関係があった証拠のーっと見なすことを訳者は践践しない。(r周介な年頃.1532) 
更に、次のような事柄も二人の関係を裳付ける証拠として挙げている。
いろいろなj長所で、のパーティーに出席するかしないかというようなことを二人(ブルッケンハム夫人
とヴアンダーパンク)が互いに、ナンダが不患議に思うほど、前もってよく知っているという
それから特に、ナンダとの結婚の方向へ多少は心が動いていくヴアンダーパンクを引き皆めようとす
るブルツケンハム夫人の強引さなどを考慮に入れるべきであろう。(~厄介な年頃.1 538) 
娘の結婚の妨害をしてまで意中の人物を引き止めようとする BI・ook巴nham夫人の行為は、 WashingtonSquare 
のPenniman夫人を想起させるかもしれない。篠かに、強引に結婚の妨害までして自分の娘と Vanderbank
を引き離しにかかるという行動は、二人の関に相当栽繁な関誌が出来上がっているのででもなければ説明
がつかないのである。
多くの研究家が、 Vanderbankと夫人の間に男女の関係を感じ取りながら、断定するには二の足を踏ん
でいる o fsl巴は、これら全ての中で公爵夫人と Peth巴rton脚の関係だけが疑う余地がないは73) と指摘す
るが、これとても萱場人物の台関からの推測によるものでしかない。
このように、ジェイムズは確実な d情報を読者に与えないことに徹した。ジェイムズは、「心理小説J或
いは「意識の涜れ小説Jというジャンルを確立したことで知られるように、従来、登場人物の意識の奥深
く入り込んで、、それをつぶさに描写してみせる手法を得意とした。それだけに、ダイアログだけに頼った
講成というのは、作中人物がどのように考え、或いは感じているのかを一切読者に知らせないわけで、ある
から、極端な方向転換とも言えるだろう。しかしながら、観点を変えれば、ジェイムズは飽くまで独自の
リアリズムを追求しているようにもみえる。そもそも、小説における読者は、登場人物の心を覗き見るこ
とができたり、過去に起った出来事-をその場に情合わせたかのように正確に知ることができたり等々、現
にはありえないような特権を与えられているわけだが、これらの特権がTheAwkward Ageにおいては奪
い去られてしまっている o Hartsockは、ジェイムズが読者を作41人物と同等の立場に置いていると指摘す
るは9)が、実際には、登場人物よりも透かに読者に与えられる情報は制限されているのが実靖だ。それ
ほど小説家の手法は、読者に与える情報を制限することにおいて一貫し、且つ徹底している。
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具体的に他の文学作品例を取り上げて、TheAwk附 rdAgeと比較してみればわかりやすいかもしれない。
たとえば、 ShakespeareのMacbethにおける第 I幕 6場において、これから殺されようという Duncan王の
「これは気持ちのよい域だ。/空気が軽く爽やかにわたってきて/机ざわりがよいJ(rマクベスj野上豊
…郎訳出)という台訴は、 dramaticironyの典型である。或いは、 Oedipus王が自分では気づかないまま
に、自分の父親を殺し、母:親と結婚してしまうが、この一部始終を観客が知っているケースも dramaticirony 
の典型として頻繁に例証される。これらはいずれも、作1=1:1人物が知らない事柄を、観客は知っているとい
う点を和用して造り出されたアイロニーである。当然のことながら、観客の方が、作中人物よりも有手IJな
視点に立っていることが前提となる。
ジェイムズの場合は、その技法が劇的手法と呼ばれている一方で¥実際に彼が行っているのは、これと
は全く逆だということが、以下の対話を読めばわかるだろう。次に挙げるのは、第4主主における Brooken-
ham夫人と Vanderbankの会話である。
“Will he hate me any wors巴fordoing that?" 
Vanderbank glanced at the others.“明lilCashmore， do you mean?" 
“Dear no 1 don't care whom he hates. But with Mr. Longdon 1 want to avoid mistakes." (175) 
Brook巴nham夫人の台詞における“he"を、 VanderbankはCashmore氏のことを指していると勘違いをし
た。この台詞から読者が窺い知ることができるのは、 LongdonがBrookenham夫人のことを予め嫌ってお
り一一或いは、少なくとも夫人は Longodnに嫌われていると思っており一一、そのことを Vanderbank
も予め知っているということである。と同時に、このことは、 Brookenham夫人がCashmore氏からも嫌わ
れていて、彼に対しでも益々嫌われてしまうことになるような何かをした、ということをも読者に示唆し
ている。…方、“doingthat"の部分に関しては、夫人がそれぞ、れLongdonとCashmoreに対して何をしたの
かについて Vanderbankは知っているけれども、読者に知らされることはない。このように、 TheAwkward 
Ageでは、読者が作中人物よりも援位な視点に立つことはできないようにジェイムズは仕組んでいるので
ある。
?
Todorovが指摘するように、 TheAwkward Ageでは、英語に不慣れな外国人が主主場するわけでもないの
に、設場人物はお互いの言葉の意図を理解するのに苦労している (351)。そもそも、 Brookenham夫人の
サロンに出入りする人物たちの会話は、体裁を耳文り繕ってはっきりと物事を言わない、社交界独特の椀出
的な言い屈しに終始しており、このことだけでも TheAwkward Ageをかなり読みづらい小説にしていると
ねばなるまいo
Todorovが指摘する筒所を具体的に取り上げて見てみよう。
“It's the tone and the current and th巴effectof al the others that push you along [but whither?1-. . . Ifsuch 
things住回日出盟主1are contagious， asevery one says， you prove it民主笠1perhaps as much as anyone. But 
you don't begin . . . oryou can't， atleast originally have begun." (354 (下線部は Todorov))
上の一節にみられるような代名詞の唆味性は、 TheAwkward Age特有のものではなく、 1890年以降のジェ
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イムズの小説に共通する難解な要素の一つである。しかし、対話形式で進むために口語の比率が高くなる
The Awkward Ageにあっては、代名詞の暖味性が一層顕著に現れてくる。そして、どういう意閣で各登場
人物が発話したかについても、この長編小説においては、語り手も小説家自身も解説をしてはくれないの
である。
間じような例をもう一つ取り上げておこう。
“No 'time，' gracious lady[the Duchess]， for my impatience，" Mr.羽ichettreplied，“could be better than the 
present一一一 butif you've reasons for wanting a b巴terplace why shouldn't we go on the spot into another 
room?" 
Lord Peth 巴rton，at this enquiry， b訟加fぬO依k巴into ins蜘t匂an瓜tmな加凶tl札1.
ι虫受照空思εuぷ思曳M免ぷLi主1ιJ且Q慰燃空鮫主史渋:三E怠般史え Mrs.Brook? ③史~な~照験日間思lHe demand巴dof his 
fri巴nd."(94司95)
まず、この場面では、公爵夫人、 Michett、Brookenham夫人、そして Petherton卿が会話に加わっている
ということを確認しておこう。最初の2行は、 Michettが公爵夫人に雷った言葉だが、これに彼女が答え
る前に Petherton榔が割り込んだ。①、②の部分が、それぞれMichettとBrookenham夫人に対して向けら
れた言葉であることは、呼びかけを伴っていることから明らかだ。また、最初の 2行から「地の部屋へ移っ
て相談をしたいjと言っているのは Michettだということがわかっているので、③は彼へ向けて発せられ
た言葉だとわかる。このように、向じ人物が言葉を発しながら、次々と話しかける相手を変えている場合
があるのだが、話しかける柏手が変わったとしても、このi易合のように必ずしも明示してくれるわけでは
ない。複数の人物が会話している時でさえも、単に“hesays"や“shesays"で、済ませてしまう場合が多く、誰
が誰に向かつて話しているのかを特定するのにも甚だ骨が折れる。
…紋的な芝居であれば、その台認が誰に向けて発せられたのかを、俳{憂の視線・顔の向き・立つ位置等
で半日断。できるし、脚本を読むのであれば、その場面の状況をト書きが補足してくれるだろう。 TheAwkward
Ageを読むことは、…切のト書きなしでシナ 1)オを読むようなものである。或いは、舞台から顔を背けて、
俳優-の台詞だけを聴く芝簡のようなものと雷えるだろう。
結び
The Awkward Ageにおいては、一般的な小説において読者が享受できる一切の擾位性が剥奪されてしまっ
ており、読み手は至極当惑させられる状況に置かれてしまうだろう。しかしながら、観点をかえてみると、
そのような{愛位性を読者・から奪い、現実の世界において我々が人と接するのと同議の条件で、作中人物に
対持させていると考えれば、かなり特異な形ではあるが、これをジェイムズのリアリズム追求のー形態と
捉えられなくもないかもしれない。また、ジェイムズ自身はこの小説の出来栄えにかなり濡足していたよ
うだが、世時での評判があまりにも芳しくなかったことが証明しているように、前衛的で、実験的過ぎる嫌
いがあるのは否めないだろう。
註
1 Tlze Otlzer Houseも劇的手法を輸に書き上げられた小説であるといえるかもしれないが、そもそもこの作品は3苓ものの
芝謄として玄関されたもので、日の呂を見なかったために小説の形に書き夜された。その意味では、劇であると見倣す方
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が適切かもしれない。
2 Gypとジェイムズの関連については、 Jacobson(Literary COllvention 633-44)、τ'intner(143-49)、Walker(104-15)等が詳しい。
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